
今月の話題 NO.376

７月２２日の部分日食をみよう

7 月 22 日（水）のお昼前に、富山県内で約 4年半ぶりに日食を見ることができます。欠け具

合は直径の約 74％と大変大きく、太陽が三日月のような形に見えます。

日食は太陽の前を月が通り、太陽の姿を隠す現象です。見かけ上、月と太陽の大きさがほぼ

同じなので、月が太陽をかくした時に太陽の大気（コロナ）がみえることがあります。これを

皆既日食といいます。皆既日食は大変美しい現象です。今回は日本列島の南西の屋久島南部か

ら奄美大島北部にかけて、及び中国の上海付近から内陸で皆既日食が見られます。

富山では太陽の一部が隠れる部分日食です。太陽の光はかなり強く、直接目で見ることは大

変危険ですので、絶対に行わないでください。下の図のように太陽の光を鏡に反射して室内に

太陽の像をつくる方法をお勧めします。なお、富山市天文台のホームページに安全な日食の観

察方法を載せていますので、それをご覧いただければ幸いです。（渡辺誠・中林みぎわ）


